
今月の主な内容
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■水害の脅威に備える� P２
■後期高齢者医療保険（75歳〜）の
　お知らせ� P６
■運転免許証を自主返納される高齢者の
　方にタクシー利用券を交付します� P９
■大山崎町ご当地ナンバープレート誕生
� P９

2018(平成30)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき

7

６月17日日、天王山夢ほたる公園で大山崎天下取り決戦祭りを開催しました。
チャンバラ合戦「戦―IKUSA―NEO山崎合戦」では、秀吉軍と光秀軍に分かれ
た参加者たちが、天下を取るべく熱戦を繰り広げました。（関連記事15ページ）

天下を取るぞ
！

天下天下をを取取
いざ、出陣〜！
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水害の脅威に備える
大雨、洪水、土砂災害…

問＝政策総務課危機管理係　☎956－2101（内331）

　
宇
治
川
・
木
津
川
・
桂
川
の
三
川
が

合
流
し
て
淀
川
と
な
る
地
、
大
山
崎
。

古
く
か
ら
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た

一
方
で
、
度
重
な
る
水
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
安
時
代
な
ど
の
出
来
事
を
記
録

し
た
「
三
代
実
録
」
に
は
、
貞
観
16

（
８
７
４
年
）
年
８
月
24
日
、
淀
川
が

氾
濫
し
、
両
脇
に
子
ど
も
を
抱
え
た
母

親
が
蔵
ご
と
流
さ
れ
、
助
け
を
求
め
る

も
山
崎
橋
の
橋
げ
た
に
ぶ
つ
か
っ
て
沈

ん
で
し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
場
面
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
水
の
た
め
、
三
川
が
今
の
と
お
り

大
山
崎
付
近
で
合
流
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
昭
和
３
年
の
こ
と
。
そ
れ
ま

で
、
山
崎
橋
は
幾
度
と
な
く
洪
水
で
流

さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
西
国
街
道
ま
で

水
浸
し
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
天
王
山
」

は
、
日
ご
ろ
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
存
在
で
す
が
、
豪
雨
な
ど
で
地

盤
が
緩
む
と
、
土
砂
災
害
発
生
の
危
険

を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
は
治
水
の
技
術
が
発
達
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
万
が
一
、
淀
川
が

決
壊
し
た
ら
、
土
砂
災
害
が
起
き
た
ら

…　
梅
雨
真
っ
盛
り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
へ

と
向
か
っ
て
い
く
今
、
水
害
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
お
さ
ら
い
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　平成30年６月18日午前７時58分。大阪府北部を震源とする最大震度６弱の地震が発生
し、大山崎町でも震度５強という、非常に強い揺れを観測しました。
　被災された皆様に心からお見舞い申し上げるとともに、災害対応・復旧業務に全力を挙
げて取り組んで参ります。
　一方で、梅雨も佳境に入り、台風シーズンを控えて、風水害への備えも非常に重要であ
ることから、７月号では地震発生以前に作成していた「水害の脅威に備える」という特集
記事を掲載し、地震災害への備えについては改めてご紹介いたします。

写真提供：国土交通省近畿地方整備局河川部
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豪雨・台風そのときに

豪雨・暴風で発表される主な警報

大雨（浸水害）
　大雨で浸水被害などが発生
するおそれのあるときに発表
されます。主に住宅や田畑が
水につかるなどの被害（内水
氾濫）が生じることがあります。

大雨（土砂災害）
　大雨で土砂災害などが発生
するおそれのあるときに発表
されます。
　雨が止んでも土砂災害等の
おそれが残っている場合には
発令が継続されますので注意してください。

洪水
　河川流域での大雨によって
下流で生じる増水や氾濫によ
り洪水害が発生するおそれが
あるときに発表されます。
　堤防の決壊や河川の水が堤防を越えたりすることに
より起こる氾濫を洪水と呼びます。

情報の取得方法

　町民の皆さんに危険が及ぶ可能性があるときは、町
が避難勧告等を発表します。その種類は危険度により
以下の３つに分けられます。
　複数の伝達方法により、防災無線やメールなどで、
なるべく多くの町民のみなさんへいち早く情報を伝え
られるよう努めています。皆さんも積極的に情報を取
得し、早めの行動を心がけてください。

警報・注意報の確認を

　台風や大雨などが発生すると、気象庁が気象警報・
注意報を発表します。
　町では警報が発表されたら、災害対策本部を設置
し、被害に備えたり、パトロールを行ったりするなど
の対策を行います。
　町ではどのような警報・注意報があるのか、また、警報
にも種類がありますので、今一度確認してみてください。

警報・注意報の種類
種類 状態

特別警報
警報の発表基準をはるかに超える大雨
等が予想され、重大な災害が発生する
おそれが著しく高まっている

警報 重大な災害が発生するおそれがある
注意報 災害が発生するおそれがある

避難情報の種類
種類 意味

避難指示
（緊急）

避難所などへの避難を完了させてくだ
さい※被害が発生する危険性が非常に
高まった場合に発表する情報

避難勧告
避難所などへ避難を始めてください※
被害が発生する危険性が高まった場合
に発表する情報

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難の準備を始めてください
高齢の方や障がい者の方など、避難に
時間のかかる方は避難を始めてくださ
い。 町が発行するハザードマップで、あなた

の住まいが浸水想定区域、土砂災害想定
区域に該当するかどうかをあらかじめ
確認しておきましょう。ハザードマッ
プは町役場３階危機管理係や町ホーム
ページなどで配布・公開しています。

町が発行するハザードマップで、あなた
の住まいが浸水想定区域、土砂災害想定
区域に該当するかどうかをあらかじめ

ハザードマップを確認しましょう

同報系防災行政無線
　平成29年9月から運用を開始し
ています。町内８ヶ所に設置して
いるスピーカーから避難情報など
をお知らせします。

大山崎町防災・防犯情報メール・電話・
FAX
　登録者へ町から避難情報・防
犯情報などをお知らせします。
本誌裏表紙のカレンダーにある
QRコードから登録を行ってく
ださい。メールが利用できない方は電話
･FAXでもお知らせが可能です。
インターネット
　町ホームページの「緊急情報」で避難所
開設状況などをお知らせします。
自主防災組織・自治会への電話連絡
　避難勧告等の対象地域の自主防災組織、
自治会代表の方に電話連絡でお伝えし、そ
れを地域の方へ伝えてもらっています。
テレビのデータ放送等
　ご自宅のテレビのリモコンでｄボタンを
押すと、画面に災害情報が表示されます。
また、J:COMを契約されている方は、11
チャンネルで同様に表示されます。

写真提供：国土交通省近畿地方整備局河川部
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避難の心得

移動は徒歩で

　避難するときはできるだけ徒歩で移動してくださ
い。車での避難は交通集中による渋滞を引き起こし、
非常に危険です。また、車で事故を起
こしたり、避難所に着いても駐車場が
満車になっている可能性もあります。
高齢者や乳幼児を連れている方以外
は、徒歩の方が結果的に安全です。

近所の方と一緒に避難を

　大雨災害はその性質上、深夜に危険性が高まる傾向
にあります。ご近所の方と声を掛け合い、逃げ遅れを
防ぎましょう。

荷物は最小限・身軽な服装で

　目立つ服、長袖長ズボン、動きやすい靴
で避難してください。荷物は最小限に、持
つならリュックサックで。

長靴を履かない

　雨といえば長靴と連想しがちです
が、長靴は脱げやすく、冠水している
場所では水が入り込んで危険です。履
きなれた靴で避難を。

場合によっては “垂直避難”

　夜間や道路が冠水しているなど、移動が困難な場合
は家の二階など高いところに避難してください。土砂
災害が起こった場合にも、山から離れた部屋へ避難し
ていれば被害を軽減できます。

緊急避難場所および避難所

　いざ避難するとき、どの
ような避難方法が一番安全
か確認しておきましょう。
　災害の種別や状況によっ
て、開設する避難所は異な
ります。町が発令する避難
勧告などを必ずご確認くだ
さい。
避難施設一覧

施設名 収容人数（人）

町体育館※ 1,000
大山崎小学校 420
第二大山崎小学校 420
大山崎中学校 420

大山崎ふるさとセンター 300
※町体育館は、水害時は避難所を開設しません

防犯灯をLED化しています
夜の避難時の道を明るく

Interview

避難勧告はいつも「本番」

　私の家のすぐ裏は天王山なのですが、土砂災
害特別警戒区域に指定されていて、いつ土砂災
害が起こるか分かりません。そのため、避難勧
告が出たときはいつも避難しています。
　避難所にはリュックに寝袋をつめて向かい、
そこで一晩を過ごします。避難するときは、毎
回が本番だというつもりです。
　家にはペットボトルの水を10ケースほど常備
したり、家の高いところには地震などで落ちて
きて当たっても痛くないものを置いたりと、
災害に備えた準備はできる
ことから始めています。野
菜ジュースなど栄養のある
飲料も少しずつ消費しなが
ら備蓄する「ローリングス
トック」を実践しています
よ。

　少しでも危険や不安を感じたら避難するなど、早めの行動を心がけてください。避難するときは、
どのようなことに気をつけるべきなのかを確認しておきましょう。

野口　千穂子　さん

　町内に約1,500基あ
る防犯灯のLED化を
行っています。今年
度中に交換を終える
予定で、日常も、夜
間の避難時にも皆さ
んの足元をより明る
く照らします。
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日頃の備えが第一

一番の防災は顔の見える
地域づくり

　８年前に鏡田自主防災組織を立ち上げました。人
と人とのつながりが希薄化している時代ですが、自
主防災活動を通して、顔の見える地域づくりを目指
しています。
　鏡田は水害が起こりやすい地域です。平成24年に
起こった浸水被害のときには、連絡伝達不足の教訓
を活かして自主防災組織の緊急連絡網を作成しまし
た。地域の安心のため、改善を重ねています。
　地域の顔をつなぐことが一番の防災です。そのた
め、まずは楽しめるイベントを開催し、一人でも多
く参加してもらえるよう呼びかけています。その場
で顔見知りになり、地域の関係を築き上げることが
大切ですね。

７月５日に予定していました緊急地震速報訓練（全
国一斉訓練への参加）は、中止します。

ま
ず
は
「
自
助
」

　
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
一
番
に
考

え
る
の
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
で

す
。
自
分
を
守
れ
て
初
め
て
他
者
を
助

け
る
な
ど
次
の
行
動
に
移
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

　
ご
自
身
の
お
住
ま
い
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
や
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
災
害
が
発
生
す
る
前
に
、
大

山
崎
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

状
況
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
用
の
持
ち
出
し
品
の
準
備

　
避
難
時
に
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て

お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
も
大
切
な
「
共
助
」

　
い
つ
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
時
、「
自
助
」
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
の
家
族
や
知
人
が
困
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

き
は
「
共
助
」
で
す
。

○
自
主
防
災
組
織

　
頼
り
に
な
る
の
が
、
隣
近
所
の
助
け

合
い
で
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
「
自

主
防
災
組
織
」
を
結
成
し
て
お
く
こ
と

で
、
災
害
時
に
は
大
き
な
力
を
発
揮
す

る
は
ず
で
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
治
会
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
な
ど
を
単
位
と

し
た
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
自
衛
組

織
で
す
。

自
主
防
災
組
織
結
成

　
規
約
を
制
定
し
、
役
割
分
担
を
決

定
。
自
治
会
の
規
約
に
自
主
防
災
組
織

の
規
約
を
追
加
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
町
で
規
約
の
ひ
な
が
た
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
向
け
た
平
時
の
取
り
組
み

　
訓
練
や
学
習
会
な
ど
を
通
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
よ
う
に

地
域
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
活
動
に

か
か
る
費
用
は
、
町
が
補
助
金
を
支
出

し
て
い
ま
す
。

結
成
に
は
壁
が
あ
る
？

　
自
治
会
の
人
数
が
少
な
い
か
ら
、
活

発
で
は
な
い
か
ら
、
と
結
成
に
壁
を
感

じ
て
い
る
方
も
ご
安
心
を
。
既
存
の
自

主
防
災
組
織
に
は
、
複
数
の
自
治
会
が

連
合
し
て
結
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
、「
防

災
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
を
図
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　
災
害
は
、
今
や
「
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
で
は
な
く
、「
忘
れ
る
間
も

な
く
や
っ
て
く
る
」
状
態
で
す
。「
避

難
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
危
機
感
を
持
ち
、
早
め
の
避
難
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
も
ち
ろ
ん
「
自
助
」
は
大
切
で
す
。

し
か
し
、
災
害
時
に
は
何
が
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
近
隣
の

方
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
助
け
合
え
る
よ
う
に

備
え
る
こ
と
が
、
一
番
の
「
防
災
」
で

す
。

用意しておくとよい持ち出し品（一例）
□飲料水

□食品（缶詰・クラッカーなど）

□現金、健康保険証のコピーなど

□衣類、下着類

□懐中電灯、携帯ラジオ、電池

□ウエットティッシュ

□ビニール袋・ビニールシート

□常備薬、おむつなど、個々の事情で必要になるもの

緊急地震速報訓練は中止します

Interview

鏡田自主防災組織
会長

山本　和俊さん
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１．７月　中旬に新しい保険証をご自宅に郵送します。

２．保険　料のお知らせは、保険証とは別に送付します。

１  
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

　
７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
が
届
か
な

い
場
合
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２  

医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合

　
世
帯
内
の
７５
歳
以
上
の
方
の
平
成
29

年
中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
。

３  

負
担
割
合
が
３
割
の
方
へ

　
収
入
額
が
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合

は
、
申
請
す
る
と
、
申
請
月
の
翌
月
か

ら
負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
の
決
定
通
知

書
を
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　（
今
年
６
月
１
日
以
降
に
７５
歳
に
な

る
方
に
は
、
８
月
以
降
に
送
付
し
ま
す
。）

１  

保
険
料
の
計
算
方
法

　
個
人
ご
と
に
所
得
に
応
じ
て
年
間
の

保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

▼�

平
成
30
年
度
は
、
保
険
料
率
が
昨
年

度
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

▼�

年
間
保
険
料
の
上
限
額
は
62
万
円
で
す
。

▼�

年
度
途
中
に
加
入
し
た
方
は
加
入
月

数
に
応
じ
て
、
月
割
で
計
算
し
ま
す
。

２  

各
種
軽
減
措
置

⑴
所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
お
よ
び
本

人
の
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。（
申
請
不
要
）

※
こ
の
軽
減
は
所
得
の
申
告
が
な
い
方

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
の
無
い

方
で
も
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
方

は
、「
町
民
税
・
府
民
税
申
告
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。

⑵
制
度
加
入
直
前
ま
で
、
会
社
の
健

康
保
険
や
共
済
組
合
の
「
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方
（
自
分
で
保
険
料
を
負
担

し
て
い
な
か
っ
た
方
）
は
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
軽
減
の
対
象
で
あ
る
が
、
軽
減

３  

納
め
方
は
２
種
類

⑴
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
原
則
）

　
年
金
の
受
給
時
に
、
保
険
料
を
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。（
年
６
回
）

⑵
口
座
振
替
又
は
納
付
書
払
い（
例
外
）

　
７
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
９
回
に
分

け
て
納
付
し
ま
す
。

４  

減
免
制
度

　
次
の
よ
う
な
事
情
で
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
が
減
免
・

徴
収
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
震
災
、風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
た
場
合

▼
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

▼�

世
帯
主
の
死
亡
や
失
業
、
退
職
、
事

業
廃
止
、
疾
病
な
ど
で
著
し
く
所
得

が
減
少
し
た
場
合

５  

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
に
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
特
別
な
理
由
無
く
保
険

新
た
に
７５
歳
に
な
る

方

10
月
か
ら
年
金

天
引
き
に
変
更

に
な
り
ま
す

基
礎
年
金
額
が
1８
万

円
未
満
の
場
合
や
、

保
険
料
と
介
護
保
険

料
を
合
わ
せ
た
額
が

基
礎
年
金
額
の
１
／

２
を
超
え
る
方

年
金
か
ら
の
天

引
き
が
で
き
ま

せ
ん

「
年
金
天
引
き
」か
ら

「
口
座
振
替
」に
変
更

を
希
望
す
る
方

申
請
が
必
要
で

す
（
滞
納
の
無

い
方
の
み
）

※保険料に関するお問い合わせ　問＝健康課保険医療係　☎956-2101（内111）

４  

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

　
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が

よ
り
低
い
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

必
要
な
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
現
在
、
こ
の
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

引
き
続
き
対
象
の
方
に
は
、
新
し
い
認

定
証
を
７
月
中
に
保
険
証
と
は
別
に
郵

送
し
ま
す
。

５  

特
定
の
病
気
で
長
期
治
療
を 

　  

要
す
る
方
へ

　
次
の
疾
病
の
場
合
、
申
請
す
る
と
自

己
負
担
限
度
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

・
人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全

・
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一
部

・�

血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

　
現
在
、
特
定
疾
病
受
療
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
対
象
の
方
に
は
、
新
し

い
受
療
証
を
７
月
中
に
保
険
証
と
は
別

に
郵
送
し
ま
す
。

次
の
場
合
な
ど
は
保
険
証
が
使
え

ま
せ
ん

×�

日
常
生
活
・
加
齢
か
ら
起
き
る
疲

労
、
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど

×�

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の

療
養

×�

同
じ
け
が
で
医
療
機
関
と
柔
整
師
等

の
両
方
の
治
療
を
う
け
る
場
合

×�

第
三
者
の
行
為
（
交
通
事
故
等
）
で

ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き

新
し
い

保
険
証
の
色

藤
色

有
効
期
限

平
成
31
年
７
月
31
日

（
１
年
自
動
更
新
）

［
現
役
並
み
所
得
者
］

同
じ
世
帯
に
１
人
で
も
住
民
税

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
被
保
険
者
が
い
る

３
割

［
一
般
］

同
じ
世
帯
に
１
人
も
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
な
い

１
割

その世帯に
被
保
険
者
が

１
人

対
象
者
の
収
入

…
３
８
３
万
円
未
満

被
保
険
者
が

２
人
以
上

対
象
者
全
員
の
収
入

…
５
２
０
万
円
未
満

被
保
険
者
が
１

人
で
７0
～
７4
歳

の
方
が
い
る

対
象
者
全
員
の
収
入

…
５
２
０
万
円
未
満

年間の保険料

＝

＋

均等割額
［47,890円］

所得割額
（前年中の総所得金額

等-33万円）
×9.39％（所得割率）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険（
75
歳
〜
）の
お
知
ら
せ

※保険証に関するお問い合わせ　問＝健康課保険医療係　☎956-2101（内112）
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そ
の
他
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

１．７月　中旬に新しい保険証をご自宅に郵送します。

２．保険　料のお知らせは、保険証とは別に送付します。
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
町

役
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

資
格
喪
失
証
明
書
（
加
入
し
て
い
た

社
会
保
険
か
ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。）

・
保
険
証

・
印
鑑

料
を
滞
納
す
る
と
、
次
の
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

▼�
医
療
機
関
の
窓
口
で
全
額
自
己
負
担

に
な
る
資
格
証
へ
の
切
り
替
え

▼
給
付
の
差
し
止
め

▼�

滞
納
処
分（
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
）

問＝健康課保険医療係　☎956-2101（内114）

４  

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

　
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が

よ
り
低
い
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

◆�

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
で

ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
医
療

費
は
加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す
。

保
険
証
を
使
わ
れ
た
場
合
は
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

重度心身障がい老人健康管理事業対象者証

「重度心身障がい老人健康管理事業対象者証（シール）」の更新の対象となる方に、後期高齢
者医療被保険者証と一緒に対象者証（シール）（黄色）を送付します。更新手続きは不要です。

有効期限 毎年7月31日
助成内容 後期高齢者医療制度による医療を受けた場合に、一部負担金相当額を助成します。

要　件

65歳以上の後期高齢者医療制度の対象者で、次のいずれかに該当する方
①身体障害者手帳1級、2級の方
②IQ35以下の方
③身体障害者手帳3級とIQ50以下の重複の方
④身体障害者手帳3級（町民税非課税世帯に限る）の方
※①②③については、本人・配偶者・扶養義務者に所得制限があります

問＝福祉課社会福祉係　☎956-2101（内156）

福祉医療費受給者証（老人医療助成制度）
「福祉医療費受給者証（老）」の更新対象者の方には所得判定後、新しい受給者証（桃色）
を送付します。なお、平成29年中の所得が未申告の方は税申告（税住民課１階６番）と更
新の申請が必要です。初めて助成を受けるには申請が必要です。
有効期限 平成31年７月31日

助成内容
65歳～69歳の健康保険が適用される医療費の自己負担の一部を、京都府と大
山崎町が助成します。前年度の世帯の所得状況に応じて、窓口での負担が2割
又は3割負担となります。

要　件

昭和25年8月1日以前生れの方
○原則18歳～59歳の方と同居していない
○同居していない親族からの有形・無形の援助がない
○申請者本人、配偶者、扶養義務者の方全員の平成29年中の所得が所定の基
準額以下
昭和25年8月2日以後生れの方
○世帯全員が所得税非課税の世帯

老人医療入院時一部負担金限度額適用認定証
助成を受けるには申請が必要です。
有効期限 平成31年７月31日
対象者 平成30年度住民税非課税世帯
助成内容 入院時に病院窓口に提示すると、食事代、医療費の１ケ月の自己負担限度額が減額
申請に必要
なもの ①健康保険証②お持ちの入院時一部負担金限度額適用認定証③印鑑

福祉医療費受給者証（障がい者医療制度・ひとり親家庭医療制度）
「福祉医療費受給者証（障がい者医療制度・ひとり親家庭医療制度）」の更新の対象となる方
には、受給者証を送付します。更新手続きは必要ありません。平成30年1月1日以降に転入
された対象の方は、7月中旬ごろにご案内と申請書を送付します。必要事項をご確認のうえ、
更新手続きにお越しください。7月24日を過ぎても書類が届かない場合は、それぞれの制度
の問い合わせ先までご連絡ください。
有効期限 毎年7月31日
助成内容 医療費の自己負担分（保険診療分）を助成します。

要　件
（障がい者
医療制度）

75歳未満で次のいずれかに該当する方
①身体障害者手帳1級、2級の方
②IQ35以下の方
③身体障害者手帳3級とIQ50以下の重複の方
④身体障害者手帳3級（町民税非課税世帯に限る）の方
※①②③については、本人・配偶者・扶養義務者に所得制限があります

要　件
（ひとり親家
庭医療制度）

ひとり親家庭の親が扶養する児童およびその親で、児童が18歳に達する日以
後最初の3月31日を迎えるまでの方。
※事実婚の場合は該当しません
※本人、扶養義務者に所得制限があります

問＝（障がい者医療制度）福祉課社会福祉係　☎956-2101（内156）
（ひとり親家庭医療制度）福祉課児童福祉係　☎956-2101（内184）
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とき＝11月４日■日10：00～15：00 
ところ＝大山崎小学校グランドおよび体育館
募集＝①飲食・物品販売・ワークショップなどの出店
　　　②ステージイベントの出演者
出店・出演料＝一律1,000円
※ テントは基本持参となります。貸出希望の場合、メールま

たはお電話にてお問い合わせください。（テント貸出は別途
有料２,000円）
申込方法＝ メール、ハガキまたはＦＡＸで▼住所▼氏名▼出店

名（団体名）▼電話番号▼メールアドレス▼出店・
出演の内容を記載のうえ、下記申込先まで

申込締切＝７月20日□金
問・申込先＝天王山にぎわい実行委員会　委員長　吉川 理香
　　　　　　〒618-0091　大山崎町円明寺西法寺２- ５
　　　　　　☎090-3872-8474　 957-5660
　　　　　　 yuhimaturi_tennouzan@yahoo.co.jp

「天王山ゆひまつり」ひと足早く、出店者・出演者募集！
～まちの人の、まちの人による、まちの人のためのおまつり～

　４回目の開催となる「天王山ゆひまつり」。天王山マーケット（ワークショップ含む）・ゆひま
つりonステージを盛り上げてくれる出店者・出演者を募集します。

　「
ラ
ジ
オ
体
操
」
は
、
誰
で
も
気

軽
に
実
践
で
き
る
運
動
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
通
じ
て
、
幅
広
い
世
代
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
９
日
🈷🈷
か
ら
天
王
山
夢
ほ
た

る
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
流
せ
る
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

運�

用
開
始
＝
７
月
９
日
🈷🈷
　 

午
前

６
時
30
分
～

運�

用
時
間
＝
午
前
６
時
30
分
～
午
後

３
時

※ 

年
中
無
休
・
運
用
時
間
内
は
い
つ

で
も
操
作
で
き
ま
す

○ 

公
園
内
の
ト
イ
レ
の
壁
に
設
置
し

て
い
る
ス
イ
ッ
チ
を
１
回
押
す

と
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
が
１
回
流

れ
ま
す
。（
約
３
分
間
）

○ 

高
架
下
な
の
で
天
気
の
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。

○ 

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問�

＝
建
設
課
都
市
計
画
係 

☎
９
５
６-

２
１
０
１
（
内
２
６
２
）

天
王
山

夢
ほ
た
る
公
園

小
泉
川

大
山
崎
中
学
校

ラジオ体操
エリア

スポーツ広場

ラ ジ オ 体 操 エ リ ア

in
天
王
山
夢
ほ
た
る
公
園

い
つ
で
も 

だ
れ
で
も

　ラ
ジ
オ
体
操

７
月
９
日
🈷🈷
か
ら
運
用
開
始
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運転免許証を自主返納される高齢者の方に
タクシー利用券を交付します

平成29年度から引き続き実施

【対象者】（以下の条件を全て満たす方）
・満65歳以上の方
・大山崎町に住所を有してから一年以上経過している方
・�運転免許証を全部返納しており、「運転経歴証明
書」または過去一年以内に交付された「申請による
運転免許の取消通知書」を現に有している方

【下記の方は本支援事業の対象とはなりません】
・�既に本支援事業を受けられた方（年度に関わらず１
回限り）
・運転免許証の「一部返納」のみの方
・運転免許証の有効期限が切れている方

【支援内容】
　運転免許証自主返納タクシー利用券を10,000円分
（100円券×100枚）交付します。利用券の有効期間は、
交付した年度から翌々年度の末日までとなります。
※�「都タクシーグループ（都タクシー㈱、西都タクシー
㈱」のみ利用できます
※タクシー利用券の利用は本人に限ります

【申請方法】
　役場３階32番窓口政策総務課企画観光係にて受け付
けます。
　基本的に、運転免許証を返納された本人が直接役場
に来ていただき、申請いただく必要があります。

（持ち物）
①�「運転経歴証明書」または、過去一年以内に交付さ
れた「申請による運転免許の取消通知書」（「申請に
よる運転免許の取消通知書」の場合は、健康保険証
など本人確認できるものも必要です）
②印鑑

申請期間＝平成30年７月２日月〜平成31年２月28日木

※�運転免許証の自主返納自体は向日町警察署、運転
免許試験場、京都駅前運転免許更新センター、交番
（事前に向日町警察署交通課に電話予約が必要で
す。☎921-0110）で引き続き受け付けています。
問＝政策総務課企画観光係　
　　☎956-2101（内313）

タクシー利用券を交付します

　
町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
町
が
交
付
す

る
原
付
バ
イ
ク
の
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
」
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
を
選
考
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
最
優
秀
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を

基
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

配
布
対
象
＝
原
付
第
１
種
（
50 

cc
バ
イ
ク
）

※ 

新
規
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
通
常
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
と
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

※ 

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交
換
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
（
交
換
は
無
料
）。

配
布
開
始
日
＝
７
月
23
日
🈷🈷
～

配�

布
場
所
・
問
＝
税
住
民
課
税
務
係
（
６
番
窓

口
）
☎
９
５
６-

２
１
０
１
（
内
１
４
４
）

山崎の合戦
秀吉・光秀

天王山

町の花
「さくら」三川合流

大山崎町ご当地ナンバープレート誕生！
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①夏休み子ども陶芸教室
　町内在住の陶芸家の方の本格指導のもと、記
念に残る陶芸作品を粘土から自分の手でつくり
ましょう！

と　き＝１日目＝�７月26日□木９：30～15：00
　　　　　　　　開講式、作品製作・成形
　　　　２日目＝�８月２日□木９：30～12：00
　　　　　　　　絵付け・釉がけ
　　　　３日目＝�８月９日□木９：30～11：00
　　　　　　　　窯出し・仕上げ、閉講式
ところ＝中央公民館　実習室・陶芸室
講　師＝山﨑正裕さん（大山崎町在住陶芸家）
協力者＝�大山崎町老人福祉センター「長寿苑」

陶芸サークル会員
対　象＝町内在住の小学３年生～中学３年生
定　員＝25名（先着順）
参加費＝１,000円（材料費等）
持ち物＝�筆記用具・エプロン・新聞紙・タオ

ル・ぞうきん・作品持ち帰り用の袋
（ビニ-ル袋等）・水筒・弁当（１日目）

②夏休みジャグリング体験教室
　プロのジャグラーから丁寧に教えてもらえる
大人気のジャグリング教室を２回シリーズで開
催します。

と　き＝７月25日□水・７月31日□火
　　　　９：30～11：30
ところ＝中央公民館　大研修室（別館３階）
講　師＝�末吉正和さん、佐々原鉄宅さん（プロ

ジャグラー「シンクロニシティ」）
対　象＝町内在住の小学１年生～６年生の方
　　　　※小学１・２年生は保護者同伴
定　員＝20名（先着順）
参加費＝500円（道具使用料等）※２回分

④夏休みトール
　ペインティング教室
と　き＝８月17日□金９：30～12：00
ところ＝中央公民館　実習室（本館１階）
講　師＝�坂本依真里さん（トールペインティン

グ指導者）
協力者＝�中央公民館トールペインティングサー

クル会員
対　象＝町内在住の小学３年生～６年生の方
内　容＝写真立て作り
定　員＝30名（先着順）
参加者＝500円（材料費等）
持ち物＝�筆記用具・定規・エプロン・ぞうき

ん・作品持ち帰り用の袋

申込方法＝�直接または電話で下記申込先へ
　※�申し込みは参加する本人またはその保護者が
できます。他のお子様の申し込みはできません。

申込期間＝いずれも７月３日□火～13日□金
問・申込先＝中央公民館　☎957-1421

③夏休み身近な科学遊び教室
　「身近な食品などを使った科学遊び」をテー
マに野菜を使った実験をします。

と　き＝８月３日□金10：00～12：00
ところ＝中央公民館　大研修室（別館３階）
講　師＝田原誠一郎さん
協力者＝長岡京市環境の都づくり会議
対　象＝町内在住の小学１年生～６年生の方
　　　　※小学１・２年生は保護者同伴
内　容＝野菜電池、色の実験
定　員＝25名（先着順）
参加費＝200円（材料費等）
持ち物＝▼筆記用具▼作品持ち帰り用の袋

夏休み子ども教室のお知らせ

雨
水
を
有
効
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
京
都
府
と
連
携
す
る
平
成
30
年

度
雨
水
貯
留
施
設
設
置
助
成
金
交

付
制
度
の
募
集
で
す
。
防
災
や
雨

水
の
利
活
用
へ
関
心
を
高
め
る
た

め
、
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
雨
水
タ
ン

ク
は
節
水
効
果
だ
け
で
な
く
、
断

水
時
の
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活

用
水
と
し
て
の
利
用
も
可
能
で
す
。

対�

象
＝
容
量
１
０
０
～
５
０
０
リ
ッ

ト
ル
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
新

た
に
購
入
し
設
置
さ
れ
る
戸
建

て
住
宅
の
方

※ 

申
請
後
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い

助�

成
額
＝
タ
ン
ク
購
入
費
の
３
／

４
（
上
限
４
万
５
千
円
）

申�

請
期
限
＝
平
成
31
年
２
月
28
日

木
（
定
員
あ
り
）

問�

・
申
請
先
＝
上
下
水
道
課
下
水

道
係
（
内
２
９
２
）

雨
水
タ
ン
ク

設
置
費
用
を
助
成
し
ま
す
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大山崎町はここ一番の勝負「天王山」に挑む人を応援しています 乙
訓
高
校
で
大
山
崎
中
学
校
出
身
の
選
手
が
活
躍
！

祝 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
大
会
出
場
決
定

─
個
人
戦
で
も
皆
で
戦
っ
て
い
る

　
宿
院

　徳
真
さ
ん

　

�

乙
訓
高
校
３

年
生

男
子
フ
ル
ー
レ
（
個
人
） 

２
位

男
子
フ
ル
ー
レ
（
団
体
） 

優
勝

　
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
た
宿
院
さ
ん
。
試
合
前
日
ま
で
は

調
子
が
悪
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
池

端
監
督
の
指
導
の
お
か
げ
で
持
ち
直
し

ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

　
個
人
戦
で
は
、
あ
と
１
試
合
勝
利
す

れ
ば
優
勝
と
い
う
場
面
で
、
相
手
を
攻

め
た
と
き
に
足
が
つ
っ
て
倒
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
あ
の
と
き
、
ト
レ
ー
ナ
ー
や

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
助
け
ら
れ
た
お
か
げ

で
試
合
を
続
行
で
き
ま
し
た
。
一
人
で
な

く
、
皆
で
戦
っ
て
い
る
と
感
じ
た
瞬
間
で

し
た
。」
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
団
体
戦
で
は
チ
ー
ム
力
を
発
揮
し
て

１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　「
全
国
大
会
で
は
個
人
ベ
ス
ト
８
、

団
体
は
チ
ー
ム
で
１
つ
ず
つ
勝
利
を
重

ね
、
優
勝
し
た
い
で
す
。」

―
自
分
が
流
れ
を
食
い
止
め
る

　
大
野

　

�

潤
平
さ
ん

　

�

乙
訓
高
校
１

年
生

男
子
フ
ル
ー
レ
（
団
体
） 

優
勝

　
初
め
て
望
ん
だ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
。「
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
。
団
体
戦
で
は
１
年
生
が

引
っ
張
る
と
い
う
意
気
込
み
で
戦
い
ま

し
た
。」
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
ま
り
感

じ
て
い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
団
体
戦
の
決
勝
戦
、
試
合
の
流
れ
が

対
戦
相
手
の
方
に
向
き
つ
つ
あ
っ
た
た

め
、「
自
分
が
食
い
止
め
よ
う
。」
と
奮

闘
。
結
果
、
大
野
さ
ん
の
勝
利
で
優
勝

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
「
今
の
チ
ー
ム
な
ら
戦

え
る
。
全
国
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し

ま
す
。」
と
前
を
見
据
え
ま
す
。「
両

親
、
先
生
、
コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
、
試
合
会
場
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

人
、
皆
に
感
謝
し
た
い
で
す
。」

―
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を
目
指
し
て

　
寺
山

　珠
樹
さ
ん

　

�

乙
訓
高
校
２

年
生

　
女
子
エ
ペ
（
個
人
） 

優
勝

　
数
々
の
国
際
大
会
に
出
場
し
て
い
る

寺
山
さ
ん
。
今
回
の
大
会
で
は
本
戦
出

場
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
決
勝
で
５
ポ

イ
ン
ト
先
取
の
と
こ
ろ
、
４
対
４
ま
で

追
い
詰
め
ら
れ
ピ
ン
チ
に
。
し
か
し
、

「
こ
こ
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
か
…
」
と

焦
る
気
持
ち
を
抑
え
、
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　「
去
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
３
位

だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
優
勝
し
た
い
で

す
。」
と
闘
志
に
燃
え
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
ま
だ
競
技
人
口
の
少
な
い
エ
ペ

で
す
が
、
寺
山
さ
ん
は
「
エ
ペ
を
広
め

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
競
技
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
競
技
人
口
が
増
え
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

―
心
強
い
仲
間
の
支
え
に
な
り
た
い

　
津
田

　

�

愛
実
さ
ん

　乙
訓
高
校
１

年
生

女
子
フ
ル
ー
レ
（
個
人
） 

２
位

女
子
フ
ル
ー
レ
（
団
体
） 

優
勝

　
今
回
の
大
会
２
週
間
前
に
あ
っ
た
京

都
府
民
総
体
で
は
不
調
の
中
ベ
ス
ト
８

に
終
わ
り
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
会
ま
で
に
調
子
を
立

て
直
し
、
試
合
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
個
人
戦
の
決
勝
戦
は
乙
訓
高
校
４
人

で
総
当
り
戦
。
誰
が
勝
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
う
状
況
の
中
、
２
位
に
食

い
込
み
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。
津
田
さ
ん
は
「
勝
っ
て
嬉

し
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。」
と
、

初
め
て
の
大
舞
台
へ
の
素
直
な
気
持
ち

を
口
に
し
ま
す
。

　
全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
聞
く

と
、「
個
人
ベ
ス
ト
８
、
団
体
は
心
強

い
仲
間
を
支
え
、
優
勝
を
目
指
し
た
い

で
す
。」
と
は
に
か
み
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
、
３
日
に
大
山
崎
町
体
育
館
で
行
わ
れ
た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
、
い
く
つ

か
の
部
門
で
乙
訓
高
校
の
選
手
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
本
戦

へ
の
切
符
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の

中
で
活
躍
し
た
大
山
崎
中
学
校
出
身
の
選
手
が
町
長
の

も
と
へ
表
敬
訪
問
に
訪
れ
、
試
合
の
結
果
報
告
と
全
国

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

�▲（左から）大野さん、宿院さん、山本町長、寺山さん、津田さん


